
　一般発表の部においては、日本から14団体、総勢約400名が参加し、子どもから高齢者まで、
それぞれに個性豊かな演技を発表し、どの会場でも大きな声援を受けていた。

グループ・パフォーマンス

　上記期間、オーストリア／ドーンビルンにおいて、第16回世界体操祭が開催され
た。今回は、「come together, show your colours !」のテーマのもと、65ヵ国、
約18,500名の体操愛好者が集った。
　国際体操連盟（以下FIG）が主催する最大級のイベントである世界体操祭は、
1953年に第1回をアムステルダムで開催し、今回で16回目となる。ドーンビルン
での開催は、2007年の大会以来、2度目となった。1週間に渡り、世界各国の個
性溢れる演技が披露され、まさに色彩豊かに、和やかな文化交流の輪が広がった。

日　程： 2019年7月7日（日）～ 13日（土）
場　所：オーストリア／ドーンビルン
参加国数：65ヵ国 
参加者数：約18,500名 

第16回 世界体操祭　
―16th World Gymnaestrada ―

◉参加チーム 　Participants from JAPAN
● 町田市リズム運動サークル （★） MACHIDA

● 真美フレッシュ体操（★） Shinbi Fresh Gymnastics

● Takako Gymnastics Square（★） Takako Gymnastics Square

● 健康体操教室 ハローフレンズ イノア（★） Hello Friends INOA

● 新潟県体操研究会 Niigata Gymnastics Group

● 新潟大学（★） Niigata University

● モダントレーニング研究会 Modern T.G.

● 日本ジャズ体操指導者連盟（★） JJGTO

● ヘルスプロモーションかごしま HPK SAKURA

● 自由学園 JIYU GAKUEN

● 日本体育大学 体操部（★） Nittaidai Gymnastics Club

● インターナショナル・お～るど・ボーイズ（★） International Old Boys

● 筑波大学 体操部（★） University of Tsukuba, Gymnastics Club

● 日本体育大学 ダンス部（★） Nittaidai Dance Club

● げんきキッズ（ドイツ／デュッセルドルフ）（★）
※Japan＆ Asian friends のみ参加

Genki Kids

　（★印：「Japan & Asian friends」出演）
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　毎晩、スペシャルイベントとしてナショナル・パフォーマンスが開催された。スイスや北
欧、ポルトガル、オーストリア、ドイツなど、各国による独自のプログラムが繰り広げられ、
日本は11日の20時30分より「Japan & Asian friends」を催した。「Japan & Asian 
friends」には日本からの11チームに加えて、アジアから6ヵ国（タイ・ネパール・韓国・マレー
シア・スリランカ・カタール）が参加した。日本からの32名による和太鼓の壮大な演奏で幕
を開け、アジア諸国の多様な文化を反映させた色彩豊か、かつエキゾチックな演技発表となっ
た。さらに、「Let’s move！」というコンセプトで、構想中の“みんなで体操”「The Taiso（ショー
トバージョン）」を満員の観客約4,000名と共に動いた。演技の合間を利用して15分程度の
間隔で計6回実施し、観衆はすっかり動きに馴染んだ様子であった。その結果、最後のフィ
ナーレにおいて、フロアに集まった全出演者とスタンドの観衆が「The Taiso」の動きで一緒
に手拍子を打ち、最後に「Yeah!」と叫ぶなど、会場全体が一体となって終演を迎えた。

06 07

Japan & Asian friends

ナショナル・パフォーマンス 



　大会のハイライトでもあるFIGガラには、19ヵ国から演技チームが選抜され、全ての体操の要
素を含んだ特徴あるプログラムにより、バラエティー豊かな演技が披露された。全3回の公演のチ
ケットは開催年の3月時点で完売となった。通常、演技者のみで行われる通しのリハーサルに大会
ボランティア4,000名が招待され、総計4回の実施となった。総合演出の責任をスイスからGuy
とMarina夫妻が担当した。アフリカ/ベナンからアクロバット・チームが参加予定であったがビザ
の関係で入国できず、大画面のスクリーンフィルムを通しての参加となった。日本からはインター
ナショナル・お～るど・ボーイズが演技を行った。約20ヵ国から国際色豊かな80名近い男性メン
バーが集結し、硬軟織り交ぜたユニークな演技で会場を大いに湧かせて、その存在感を示した。
なお、メンバーとしてFIGスタッフも参加した。

　今回はスムーズな大会運営が印象的であった。その一例として、開会式
を急遽順延した対応が挙げられる。当日の天気予報によると開会式開始
時にドーンビルン上空に落雷が発生すると報告された。その予報を基に、
組織委員会で緊急会議が開催され、開始3時間前に順延することが決定
された。決定後の約2時間後には暗雲が立ちこめ、開始予定時間には暴
風雨、そして雷鳴が街を襲った。組織委員会の的確な英断と柔軟な対応に、
多くの参加者から称賛の声が寄せられた。順延日の天候は、快晴に恵ま
れて、最高の開会式日和となった。大会進行においては、大会演技会場、
ナショナルスタンド、交通機関、学校宿泊、ボランティア、医療センター
など、全てが大きな問題もなく運営された。
　次回の世界体操祭は　2023年7月30日～ 8月6日　
 オランダ / アムステルダム！！

FIGガラ
ドーンビルン・スペシャル

　ラージグループのガラ・プログラムとして「ドーンビルン・ス
ペシャル」が企画された。大集団による演技は、どれもが印象
的であり、筑波大学体操部と自由学園がワールド・チームの一
員として出演した。
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